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（いわゆる）地域医療情報連携ネットワークとは・・・ 

患者・住民が住み慣れた地域で質の高い保健医療サービスを受けら
れるよう、地域において医療機関・薬局・介護事業者等が患者の保
健医療情報をＩＣＴにより共有する仕組みと言えます！ 

各所にある医療情報を共有
して質の高い医療を提供 
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医療情報連携ネットワークは年々増加している！ 

出典：日医総研ワーキングペーパー「IT を利用した全国地域医療連携の概況（2015年度版）」 

地域医療再生計画等において医療機関の
連携が重視されたことがうかがえます！ 



3 

地域で新たに地域医療情報ネットワークを立ち上げようとすると… 

医療機関の合意をどう取り付けようか・・・ 

ＮＷ構築は誰に頼めばいいんだろう・・・ 

コストはどうやって調達していこうか・・・ 

運営主体はどうしたらいいんだ・・・ 

ＷＥＢにおいて各地の好事例を共有する取り組みが 
「医療情報連携ネットワーク支援Ｎａｖｉ」です！ 



検索 

 「世界最先端IT国家創造宣言」や「日本再興戦略」等の政府戦略において、平成30年度までを目標に医療情報連携ネットワークの

全国各地への普及を図ることとしている。 

 この取組の一環として、医療情報連携ネットワークの構築や運用を行う際に参考となる情報を一元的に発信するWEBサイトを開設。 

   医療機関等が、導入する地域にふさわしい医療情報連携ネットワークを主体的に構築、運営していくことを支援する。 

医療情報連携ネットワーク支援Navi 
http://renkei-support.mhlw.go.jp/ 

ネットワーク構築の一般的な流れを紹介（構築手順） 

 医療情報連携ネットワークの構築手順を、①計画、②構築、③運用、④更改
の4ステップに分類し、各ステップでの実施事項などを掲載。 

 特に、同意取得方法や標準規格採用などの判断が分かれる事項は、判断の
材料となる情報を提供するページを作成。 

様々なネットワークの構築・運用事例を紹介（ピックアップ事例） 

 医療情報連携ネットワークの運営主体へインタビューを行い、実際にどのよう
な手順でネットワーク構築を進めたかを掲載。 

 晴れやかネット、まめネット等の８事例を公開。 

その他医療情報連携ネットワークに関する様々な情報を紹介 

 全国の医療情報連携ネットワークの導入目的や効果などの統計情報を掲載。 

 全国の医療情報連携ネットワークを地域や目的などの条件で検索可能。 

 医療情報連携ネットワーク関連でよく用いられる用語とその意味を掲載。 

 医療情報連携ネットワークを構築するにあたって参考となる資料やリンクを掲載。 

 

！ 

医療情報連携ネットワーク運営主体へのインタビューやアンケート調査結果 
に基づく統計情報等を整理し、構築までの手順、様々な導入事例や実際に 
構築した地域の声などをまとめて掲載 

医療情報連携ネットワーク支援Navi 
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ピックアップ事例① 

日本全国の代表的な地域医療ＮＷのうち８つを紹介（順次拡張予定） 
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ピックアップ事例② 
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ネットワークの構築手順 

計画→構築→運用→更改のサイクルを具体的にご紹介します 
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ネットワークの構築手順 

ＰＤＦでも提供しています 
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お役立ち情報 

地域医療ＮＷに関する関係資料や用語集をご利用いただけます 



10 

厚生労働省におけるデータヘルス改革のトピックス 

平成２８年１１月２８日 第２回未来投資会議 

平成２８年１０月１９日 保健医療分野におけるＩＣＴ活用推進懇談会提言 

平成２９年１月１２日 厚生労働省データヘルス改革推進本部設置（第１回会合） 

平成２９年４月１４日 第７回未来投資会議（新たな医療・介護・予防システムの構築に向けて） 

ICTを活用した「次世代型保健医療システム」の姿とこれを構築するためのAC、工程表を提示 

「医療・介護分野におけるＩＣＴ活用」について塩崎大臣より提言 

大臣を本部長とする厚生労働省データヘルス改革推進本部設置（本部の下に４つのＷＧ） 

厚生労働省のデータヘルス改革について塩崎大臣より説明 



厚生労働省のデータヘルス改革の全体像 

データヘルス改革の方向性 

●ゲノム医療・ＡＩ等の最先端技術やビッグデータの活用、ＩＣＴインフラの整備などを戦略的、一体的に展開。 

   Ⅰ  最先端技術の活用    がんゲノム医療の実現、保健医療分野のＡＩの開発加速化、遠隔診療・介護ロボット 
   Ⅱ  ビッグデータの活用   ビッグデータを活用した保険者機能の強化、科学的介護の実現 
   Ⅲ  ＩＣＴインフラの整備    保健医療分野のデータ利活用基盤の構築 

●ＩＣＴ等を活用した「個々人に最適な健康管理・診療・ケア」の提供や、健康・医療・介護のビッグデータを連結
した「保健医療データプラットフォーム」の2020年度本格稼働等により、国民が、世界最高水準の保健医療サー
ビスを、効率的に受けられる環境を整備。 

健康・医療・介護の総合的な 

保健医療データプラットフォーム
の構築へ 

支払基金･国保中央会ビッグデータ活用･分析部門設置 
医療の質の評価に関する研究部門設置 

データ連結の調査・研究 

介護保険総合データベースの 
抜本改革に向けた調査・研究等 

データ連結・環境整備
のプロトタイピング 

医療ＩＤ基盤の環境整備 

医療等ID 導入 

医療ネットワーク 

各種データ連結・標準化 

○支払基金･国保中央会に
おけるビッグデータ活用
推進計画 

2017(H29)年度 2018(H30)年度 

診療報酬・介護
報酬同時改定 

2019(H31)年度 

            

～ 

システム改修（国保中央会）：データヘルスの取組充実 

システム改修（支払基金）：利便性改善、成果評価機能の実装 

○保健医療データプラット
フォーム構築 

○保険者機能の強化 
（国保データベースの活用拡大、 
   被用者保険でのビッグデータ活用) 

2020 
年度 

健
康
・医
療
・介
護
Ｉ
Ｃ
Ｔ
本
格
稼
働 

計画 
策定 

 
 ○本部長   ：厚生労働大臣     

 ※ ＩＣＴの専門家が顧問として参画。 

 ※ その他、関係局長等を構成員とする。 

データヘルス改革推進本部 

 
予防･健康

WG 
医療WG 介護WG 

ビッグデータ連携・整備WG 

保健医療分野における 
AI活用推進懇談会 

 

がんゲノム医療推進 
コンソーシアム懇談会 

改革工程表（抄） ※2017年１月12日 

●本年１月、省内に「データヘルス改革推進本部」を立ち上げ。「改革工程表」に沿って、具体化に向け、加速。 

法案 
提出 
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保健医療記録
共有サービス 

救急時医療情報 
共有サービス 

連結解析用 
サービス 

検索・提供 
サービス 

人工知能開発
環境サービス 

ゲノム医療用データ
ベース連結技術 

個人の健診・診療に関する情報が、バラバラ。 
個人・患者本位で、最適な健康管理・診療・ケアを 
提供する基盤が整備されているとは言えない状況。 

PHR 
Personal Health Record 

診療所Ａ 

・・・ 

病院 薬局 診療所Ｂ 

患者基本情報や 
健診情報を想定。 

初診時等に活用。 

さらに基礎的な 
患者情報を想定。 

救急時に活用。 

－全国医療情報ネットワーク－ 

Healthcare 
portal site 

閲
覧 

データ 
センタ 

ネットワークで患者情報を共有 

● 健康・医療・介護のデータを有機的に連結させたＩＣＴインフラを整備。 

 － 国民・患者にとって、最適な健康管理・診療・ケアの提供。データや技術が生み出す果実の還元。 

 － 医療・介護関係者にとって、健康・医療・介護情報の円滑な共有。診療・サービスの効率化・生産性の向上。 

 － 研究者・民間・保険者等にとって、個人のヒストリーとして、健康・医療・介護のビッグデータを分析可能。 

日本には様々な優れた医療ビッグデータが存在する 
が、バラバラ。これらの民間活用も進んでない。 
ビッグデータの価値・果実を国民に還元できていない。 

－保健医療データプラットフォーム－ 

研究者 

民間企業 

保険者 等 

第三者提供 
（匿名） 

ＡＩ利活用基盤を含む、 
優れたデータベースと 
個人単位でデータ連結 

つなぐ  ひらく 

ＡＩやゲノム医療といった最先端技術が 
生まれても、それを育てる共通基盤がない。 

つくる 

－ＡＩ利活用基盤等－ 

データベース 
から個人単位 
でデータ抽出 

抽出した連結 
データの解析 
ツールを提供 

NDB 

…
  

厚生労働省 

介護ＤＢ 

DPC 

人工知能要素を 
利用できるクラ 
ウドサービス 

遺伝子データ 
と患者の治療 
情報等の連結 
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国民・患者 

         実効的施策を支える『データ利活用基盤』整備の概観 
              －３つのバラバラを解決する、２つの大規模ネットワークと６つのサービス－ 

人工知能開発
環境サービス 

検索・提供 
サービス 

連結解析用 
サービス 

救急時医療情報 
共有サービス 

保健医療記録
共有サービス 

ゲノム医療用データ
ベース連結技術 
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夏の一乗谷朝倉氏遺跡 

朝倉ゆめまる©福井市 


